
まりえさんは左のページの地図を見て，昔の大和

川について調べてみました。

奈良
な ら

ぼん地の水を集めて流れる大和川は，生
い

駒
こま

山地

と金剛
こんごう

山地の間を通って大阪平野に流れ出ています。

大阪平野では，上町台地が南から北につき出てい

るため，東から流れてきた大和川は，南から流れて

きた石
いし

川と合流してから北へ流れていきます。

そして，大和川は玉串川，久宝寺川などに分かれ

て流れながら，大阪城の北で淀川に合流し，大阪わ

んに流れこんでいたことなどがわかりました。

しかし，川底
かわぞこ

に土やすななどがたまるため，大雨

がふると大和川の川ぞいで水があふれてしまうこと

になり，洪水
こうずい

になることが多かったそうです。

そこで，まりえさんたちは，昔の大和川の洪水に

ついて調べてみました。
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3 3 大和川を大和川を治治
お さ

めるめる

（1）昔の大和川のようす

石
こく

昔の体
たい

積
せき

（かさ）の単
たん

位
い

で，おもに米をはかるとき

に使いました。１石は約

180Rです。

くり返す大和川の洪水

▲昔の大和川の川すじ（江戸
え ど

時代のはじめのころ）
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年
代（
年
）

河
内

か
わ
ち

の
堤
防

て
い
ぼ
う

三
十
か
所
が
切
れ
る

和わ

気け
の

清き
よ

麻
呂
ま

ろ

の
つ
け
か
え
工
事

七
月
、
近き
ん

畿き

地
方
に
大
洪
水

河
内
の
国
（
今
の
大
阪
府ふ

）
の
約や
く

半
分

が
水
に
つ
か
り
、
一
万
六
千
人
が
死
ぬ

柏
原

か
し
わ
ら

村
の
堤
防
が
切
れ
、
約
二
万
四
千

石ご
く

の
田
が
ひ
害が
い

柏
原
村
、
船
橋
ふ
な
は
し

村
、
国こ
く

分ぶ

村
の
堤
防
が

切
れ
る
。
民み

ん

家か

五
十
け
ん
が
流
さ
れ
、

三
十
六
人
が
死
ぬ
。
約
二
万
石
の
田
が

ひ
害

国
分
、
船
橋
、
弓
削

ゆ

げ

村
の
堤
防
が
切
れ

る堤
防
三
十
五
か
所
が
切
れ
る

堤
防
十
九
か
所
が
切
れ
る

堤
防
十
か
所
が
切
れ
る

玉
串
川
、
菱
江
川
の
堤
防
が
切
れ
る

堤
防
が
各
地
で
切
れ
、
特
に
深
野
池
、

新
開
池
が
土
や
す
な
で
う
ま
る

で
　
き
　
ご
　
と

大和川が今の�

すがたになるまでに，�

人びとはどのような�

努力やくふうを�

してきたのか�

調べてみよう。�

ど�りょく�

昔の地図には，�

今の大和川が�

ないわね。�

今の大和川は，�

いつごろから�

あるのかな。�



まりえさんたちは年表を見て，堤防
ていぼう

が切れ

て川の水があふれ出ると，家や田が流されて，

多くの人の命がきけんにさらされるというこ

とがわかりました。また，いったん洪水
こうずい

がお

こると，食べる物がなくなったり，伝
でん

せん病
びょう

がはやったりすることもわかりました。

洪水のあとで，切れた堤防や，どろやすな

でうまった田畑をなおしたりすることも，た

いへんなことだと思いました。

今から350年ほど前，今米
いまごめ

村（今の東
ひがし

大阪
おおさか

市今米）

の庄屋
しょうや

をしていた甚
じん

兵衛
べ え

という人が，なかまと力を

合わせて，川ぞいの土地のようすを調べました。そ

して，洪水を防
ふせ

ぐには，大和川の水を石
いし

川との合流

点から西の堺
さかい

の方へ流すことがいちばんよいと考え

て，幕
ばく

府
ふ

へ大和川のつけかえを願い出ました。

しかし，なかなか幕府のゆるしが出ませんでした。

そして，幕府のなかでいろいろな意見が出て，つけか

える必要
ひつよう

はないという意見に決まってしまいました。

しかし甚兵衛たちは，つけかえがだめなら，洪水

によるひ害
がい

がよくおこる地
ち

域
いき

の水はけをよくするた

めに，新しい水路をほってほしいということなどを

幕府へ願い出ました。

2322

○新しく川になる所は，多く

の田畑を失
うしな

ってしまいます。

村が２つに分かれるところ

もでてきます。

○新しい川の南側
がわ

は洪水がお

こりやすくなり，反対に北

側は水が足りなくなります。

○川や池のあとには，作物がな

かなか育つことができないの

で，田畑はできません。

（一部）

（3）大和川のつけかえ

つけかえを願う人びとのうったえ つけかえに反対の人びとのうったえ

庄屋
村をまとめる仕事をして

いた人。地方によっては名
な

主
ぬし

ともいいいます。

甚兵衛
大和川のつけかえが完成

してから，「中
なか

」という名字

を幕府からゆるされました。

幕府
武士
ぶ し

の頭
かしら

である将軍
しょうぐん

が日

本全体を治
おさ

めていた役所。

幕府の考え
「大和川の洪水に対して，

今の大和川の川底を深く

し, 堤防を高くした方がよ

い」という，当時の土木工

事のせん門家であった

河村瑞賢
かわむらずいけん

の考えを取り入れ

ました。

和
わ

気清
けのきよ

麻呂
ま ろ

の大和川つけかえ工事

今から1200年くらい前，和気清麻呂が摂
せっ

津
つ

（今の大阪
おおさか

府
ふ

北部

と兵
ひょう

庫
ご

県東南部）の地方長官
ちょうかん

だったころ，たびたび洪水がおき

たので，大和川の水の一部を今の天王
てんのう

寺
じ

公園の南側
みなみがわ

に通して，

大阪わんに流そうと考えました。しかし，とちゅうに上町
うえまち

台地

の坂があったため，たくさんのお金と人手をかけましたが，と

うとう完成
かんせい

しませんでした。

今のＪＲ
ジェイアール

天王寺駅の近くが

その工事のあとだといわれて

います。堀越
ほりこし

町，北河
きたかわ

堀
ほり

町，

南
みなみ

河堀
かわほり

町などの町名や，河
こ

堀口
ぼれぐち

，河
こ

底
ぞこ

池，堀越
ほりこし

神社とい

う地名や神社名がそのなごり

として今も残
のこ

っています。

（2）川ぞいの人びとの苦
くる

しみ

▲堀越神社

▲昔の洪水のようす（1868年の

大和川の洪水をえがいた「洪

水図説」より作成）

○これまで川の底
そこ

を深くする

工事を何度もしていただき

ましたが，すぐに底が浅
あさ

く

なってしまいます。

○洪水になると，たまったど

ろがなかなかひかないので，

生活にこまってしまいます。

○つけかえれば，洪水がへっ

て作物が多くとれるし，川

や池のあとに田畑がたくさ

んできます。 （一部）



つけかえ工事は1704年の２月27日から始められま

した。

工事はおよそ半分を幕府が行い，残
のこ

りは幕府がい

くつかの藩
はん

に命令
めいれい

して行わせました。工事の責任
せきにん

や

費
ひ

用
よう

は，幕府と藩が分たんしました。働
はたら

く人びとの

世話
せ わ

は，近くの村などでしていたそうです。

今から300年ほど昔のことです。

工事といっても今のような機
き

械
かい

はな

く，すべてが人の力によって行われ

ました。くわやすきで土をほったり，

もっこやふごをかついで土を運んだ

りする工事が，たくさんの人によっ

て毎日毎日くり返されました。

工事は始まった年の10月13日に終

わりました。
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大和川は流れがゆるやかで，曲がりく

ねっていたために，川底
かわぞこ

にすながたまり

やすく，それを取りのぞかないと，川は

しだいに浅
あさ

くなってしまいます。

江
え

戸
ど

時代になり，山の木をたくさん切

るようになると，大雨のときに上流から

流れてくる土やすながさらにふえました。

そのため幕
ばく

府
ふ

は，何度も川の底をほったり，堤
てい

防
ぼう

を高くしたりする工事をしましたが，甚
じん

兵衛
べ え

が大和

川のつけかえを願
ねが

い続
つづ

けているころには，川底の方

が両側
りょうがわ

の田畑より高い，天井
てんじょう

川になってしまう川が

多くなっていきました。

しかし，工事をくり返しても，いっこうに洪
こう

水
ずい

の

へるようすはみられず，それどころか，工事のあと，

続けて大きな水
すい

害
がい

がおきたこともありました。

そこで，とうとう幕府は大和川をつけかえること

に決めました。甚兵衛たちが大和川のつけかえを願

い出てから50年近くもたった，1703年のことでした。
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（4）つけかえ工事のようす

工事の日数…225日

かかった費用…約
やく

71503両
りょう

工事をした人数…毎日約１万人

川の長さ…約14.3km

川のはば…約180m

堤防の高さ…約５ｍ

※両…昔のお金の単
たん

位
い

。1両は今の約20万円。

▲工事に使った道具川�川�

川の底の高さ�

堤防�

まわりの土地の高さ�

▲まわりの家より高い土手と川

（大阪
おおさか

府
ふ

柏原
かしわら

市）

▲天井川のしくみ

藩
江戸
え ど

（今の東京
とうきょう

都
と

）に幕

府があり，日本を治
おさ

めてい

たころ，将
しょう

軍
ぐん

は地方を藩

に分けて，自分の家
け

来
らい

や

大名
だいみょう

に治
おさ

めさせました。

数字でみる大和川のつけかえ工事

どうして�

50年近くも�

願いが�

かなわなかった

のかな。�

たこ たたき板

●くいを打ったり，

土をかためたりす

るときに使う

かけや

すき

とんぼ

●土を運ぶときに使う
ふご

●地面をたいらに

するときに使う
もっこ

●土をほったり，くずした

りするときに使う

くわ



新しい大和川は，南から流れてくる大乗
だいじょう

川，東
ひがし

除
よけ

川，西
にし

除
よけ

川を横切るかたちでつけかえられました。

これらの川の近くに住む人びとは，つけかえ前も

毎年のように洪
こう

水
ずい

による水
すい

害
がい

になやまされていて，

新しい大和川の高い堤防ができると，水はけがいっ

そう悪くなると心配
しんぱい

しました。また，東除川や西除

川が，新しい大和川にうまく流れこめず，水があふ

れるおそれもありました。

そこで，新しい大和川にそって長さが約
やく

13.2kmの

落
おち

堀
ぼり

川をつくり，南から流れてくる水を一度ここに

流しこみ，西の低くなったところで大和川に合
ごう

流
りゅう

さ

せました。

また，大和川に流れこむ落堀川の水をなるべくへ

らすため，大乗川を今の羽
は

曳
びき

野
の

市の古市
ふるいち

のあたりで，

石
いし

川に合流させました。

西除川も，大和川にそって西

へつけかえ，低い浅香で大和川

に合流させました。
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ただしさんは，工事のようすについて調べました。

新しい大和川の半分以
い

上
じょう

は低
ひく

い平地に流すため，

川底
かわぞこ

をほっていくのではなく，堤防
ていぼう

をもり上げてい

くことがおもな仕事でした。そして，長い土手
ど て

の形

に積
つ

み上げてかため，じょうぶな堤防をつくってい

きました。

しかし，残りの部分，とくに浅
あさ

香
か

山の付近は高台
たかだい

となっていたため，ほっていかなければなりません

でした。そして，ほった土でよ

さみ池がうめたてられたといわ

れています。

また，このあたりの大和川は，

よさみ池や浅香の谷を通り，南

に大きく曲がって流れています。
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（5）つけかえ工事の苦労やくふう

新しい大和川�

新しい大和川�

落堀川�

落堀川�

西� 東�

北�南�

　　　水が流れる向き。�

▲落堀川のしくみ

中甚
なかじん

兵衛
べ え

はわたしのせんぞ…中好幸
よしゆき

さんの話

甚兵衛は，みなさんがよく知っている水
み

戸
と

黄
こう

門
もん

と同じ時代の人です。そのころ，農民が幕
ばく

府
ふ

にお

願いをするということは，命がけのことだったのです。自分で土

地のようすを調べ，大和川をつけかえた後のこともしっかり考え

ていました。しかも，46年もかかってやりとげたのですから，ず

いぶん勇
ゆう

気
き

としんぼう強さを持った人だったのですね。

みなさんも，自分たちのまちや社会がよくなるように，勉強し

たことを生かしてがんばってください。

上町台地�

浅香山�

西除川�

新し
い大
和川
�

は
ざ
ま
川�

うえ まち だい ち�

にしよけ�

よさみ池�

▼浅香山付
ふ

近
きん

のようす

落堀川　右の土手は大和川の堤防

●堤防の土は，落
おち

堀
ぼり

川をほ

った土や，長
なが

吉
よし

付近からほ

り進んだときの土などを使

いました。

▲



堺
さかい

の港
みなと

の移
うつ

り変
か

わり

堺の港は，昔から人や荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶ大
だい

小
しょう

の船
ふね

が出入
で い

りする，に

ぎやかな港でした。しかし，大和川が運ぶ土やすながだんだんと

たまり，水深が浅
あさ

くなっていきました。そのため，大きな船が入

れるように，江戸
え ど

時代に６回も港をつくりかえています。
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大和川のつけかえで，人びとのくらしはどう変
か

わっ

たのでしょうか。大きな川や池のあとを大商人など

が新田として開発しました。また，米作りにむかな

いすな地では，米作りより手間
て ま

はかかりますが，高

く売れる綿
めん

作りがさかんになり，「河内
かわ ち

木
も

綿
めん

」とい

う名で全国に売られました。

大和川のつけかえは，農
のう

民
みん

だけでなく，まちの人

びとのくらしや大阪
おおさか

のまちの発てんにとっても，大

きなできごとになりました。

しかし，元の大和川の川すじや元の東
ひがし

除
よけ

川，西
にし

除
よけ

川などの川すじでは，田畑に引く水が不
ふ

足
そく

するよ

うになり，人びとはたいへんな苦
く

労
ろう

をしました。

一方で，新しい大和川の川

すじでは，元にあった田畑が

川の底
そこ

になり，かわりの土地

をひらく苦労をした人びとが

いました。村が川の両
りょう

側
がわ

に分

かれたところもありました。

また，水はけが悪くなった村

や，川を大和川と合流させた

ところなどでは，大雨がふる

とよく洪水
こうずい

がおこるなど，ま

だまだ解
かい

決
けつ

しなければならな

いことも残
のこ

りました。
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（6）大和川つけかえのあと

機
き

械
かい

を使えればよかったな～

昔の土
ど

木工
ぼくこう

事
じ

などは，今のように機械を使うわけではないので，

たいへん苦労したんだよ。では，昔の工事で今の機械を使うとすれ

ば，どの方法にどの機械を使えばいいのかな？

河内屋北�

深野北�

深野�

三箇�

尼ケ崎�

横山�

中村�
深野南�
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菱屋東�

三組�
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菱屋西�

吉松�

菱屋中�

金岡�

三津村�

大信寺�

安中�

顕証寺�

玉井�

山本�

柏村�

二俣�
天王寺屋�

市村�太田�

川辺�

東瓜破�

大� 和� 川�
油上�
�
�

富田�

杉本�

庭井�花田�

川中�

石
川�

さん�が�

あま�が�さき�

よこ�やま�

なかむら�

かわ�ち�や�きた�

ふこ�の�きた�

ご�く�でん�

こうの�いけ�

なか�はしもと�

くみ�み�

し�ぎ�た�

ぬの�や�
ひがし�や�ひし�

かわなか�

い�たま�
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※新田の多くは，大商人がつ
くりました。�

※新田は，おもに久宝寺川，玉
串川，深野池，新開池など
のあとにつくられています。
また，東除川，西除川，大
乗川，よさみ池などのあと
にもつくられています。�

川あとにつくられた新田�

きゅうほう� たま�

ぐし� ふこ�の� しん�かい�

だい�

じょう�

じ�

▲河内木綿でつくられた

あつし（仕事着）

河内木綿は，せんいが

太く，じょうぶで長持ち

したので，ゆかたやあつ

し，はた，酒しぼりのふ

くろなどに使われ，全国

に名を知られるようにな

りました。

▼川あとにつくられた新田

▲わたの実

答え　○あと○ウ，○いと○ア，○うと○イ

○あ

○ウ

○い

○ア

○う

○イ

○あと（ ） ○いと（ ） ○うと（ ）

1692年

つけかえの前
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塩
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新
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1707年ごろ

（大和川つけかえから3年）

1885年ごろ

（大和川つけかえから181年）
（『大阪春秋・堺のすべて』などをもとに作成）


